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型糖尿病モデルを作成した。全身麻酔下に 50％の膵切除を行った後、35mg/kg STZ を静脈注射し




量の STZ 投与が望ましい。我々は膵部分切除を併用することが STZ 減量を可能とし、1 型糖尿病
モデル作成に有用であると考えた。膵臓をターゲットとした細胞治療の有効性を評価する上で、
安全かつ信頼度の高いモデルと考えている。
